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新年のみ言葉  

     いつも主にあって喜びに満たされなさい。 
       もう一度言います。喜びなさい。 
          ピリピ書4章4節 

 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、 
世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして
滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 
           ヨハネ3：16 
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 ＊皆様のお手荷物・貴重品等には十分ご注意下さい。 
  教会内での紛失や盗難等については一切責任を負いかねます。 
 
 

【ヘブル人への手紙13章】 
「」(ヘブル13：) 

   
 
  
 
 
 

   
 

   
 

  

【ヨハネの黙示録第1章】 
「私ヨハネは～神のことばとイエスのあかしとのゆえに、パトモスという

島にいた。」(1：9) 
    

  これが書かれたのは、クリスチャンがローマの迫害を受けていた時で、ある者は信仰を
捨ててしまいました。そのような時、信者を励まし、後に起こることを示して主の再臨の時を
信仰と忍耐を持って待ち望むようにと、この書が書かれました。 
再臨に目を向け、今備えることは何なのかを確かにしてゆきましょう。 
  ヨハネは他の12弟子たちが次々に殉教して行った中一人残って迫害を受け、エーゲ海の

ギリシャのパトモス島に囚人として流されていましたが、ここで幻を示されてこの書を書きまし
た。「神のことばとイエスのあかしとのゆえに、パトモスという島にいた。」と書いてありますが、
御心を行って、例え囚人としてパトモス島に流されようと、そこで素晴らしい神の啓示を受け
ています。私達の教会は11月が新年でガリラヤ湖畔で新年礼拝をして大宣教命令を受けて
今埼玉に遣わされ、5つの教会の代表としてそれぞれ弟子として訓練を受けています。また
毎年パトモス島に行って祈り、終末の示しを受けています。(皆様も行けるようにお祈りくださ
い。)「この方を見たとき、その足もとに倒れて死者のようになった。」 しかし。「恐れるな。わ

たしは、最初であり、最後であり、生きている者である。わたしは死んだが、見よ、いつまでも
生きている。また、死とハデスとのかぎを持っている。」 
 「そこで、あなたの見た事、今ある事、この後に起こる事を書きしるせ。」彼は言われる通り7

つの教会に向かって自分の見たこと啓示されたことを書きましたが、私達も主のみわざにあ
ずかったことを書き、証して主に栄光を返してゆきましょう。(月報“逆転の勝利者”は伝道誌
として非常に用いられています。) 
   
 黙示録には大きく2つの事柄が載っています。①イエス様がどのようなお方なのかという事
と②終末と再臨の事柄です。 

①イエス様は「忠実な証人、死者の中から最初によみがえられた方、地上の王たちの支配者
イエス・キリストは私たちを愛して、その血によって私たちを罪から解き放ち、また、私たちを
王国とし、ご自分の父である神のために祭司としてくださった方」「神である主、今いまし、昔
いまし、後に来られる方、万物の支配者がこう言われる。「わたしはアルファであり、オメガで
ある。」その様子は13節～「それらの燭台の真ん中には、足までたれた衣を着て、胸に金の

帯を締めた、人の子のような方が見えた。その頭と髪の毛は、白い羊毛のように、また雪の
ように白く、その目は、燃える炎のようであった。その足は、炉で精錬されて光り輝くしんちゅ
うのようであり、その声は大水の音のようであった。また、右手に七つの星を持ち、口からは
鋭い両刃の剣が出ており、顔は強く照り輝く太陽のようであった。」 

②記されている出来事はすべて、「すぐにも」起こると言われていますが、人間の直ぐと神の
時は違います。 「一日は千年のようであり、千年は一日のようである（Ⅱペテロ３：８）」  今
か今かと待たれて2000年近く経ちましたが、最近はあまりにも終末の兆候が著しくて、現実

に起きていることがたくさんあることから、以前に比べて確実に間近になっています。マタイ
24章にはその兆候が記してあります。読んでみましょう。37節～には「人の子が来るのは、
ちょうど、ノアの日のようだからです。 洪水前の日々は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々

は、飲んだり、食べたり、めとったり、とついだりしていました。そして、洪水が来てすべての物
をさらってしまうまで、彼らはわからなかったのです。～だから、目をさましていなさい。あなた
がたは、自分の主がいつ来られるか、知らないからです。」目を覚ましていなさいと言われて
いるのです。再臨の事柄をしっかり理解して、自分が備えるべきことは何なのかを主に聞い
てゆきましょう。  
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